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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．広域環境情報（インターネットから？）とセンシング情報を持ったサーバとつながった状態
２．ユーザが〝アジアの公害″などのキーワードを入力
３．広域環境情報から獲得した、キーワードに関連した統計情報（ここでは、各国の大気汚染状況や二酸化炭素排出量など）と地図情報の対応付けによるマップの生成
４．ユーザがマップ上でのクリックにより位置情報を入力
５．指定された位置付近に設置された、関連データを提供するセンサの検索
６．ユーザのアクセス権に基づきプライバシ保護したセンシング情報の提供
７．受け取ったセンシング情報を現時点での実世界マルチメディアコンテンツとしてユーザに提示
８．アプリとして「生きた（初等）教育用教材」「実時間環境分析ツール」
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